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※VUCA：Volatility・Uncertainty・Complexity・Ambiguityの頭文字を取った造語。社会やビジネスにとって、未来の予測が難しくなる状況のことを意味する。

「工場の今」を瞬時に把握──
データドリブンなものづくりで変化に強い生産体制を構築

スマートファクトリー

デジタル技術の発展とライフスタイルやニーズの急速な変化──“VUCA時代（※）”も相まって製造業を 

取り巻く環境はここ数年で激変している。顧客要求は多様化し、さらなるコスト削減や品質向上への対応、

サプライチェーンの分散化やカーボンニュートラルへの取り組みを含むサステナブルなものづくりへの変革

など、これまで以上に柔軟で堅実な対応力が求められている。今回は、こうした時代の流れを敏感に読み取

り、AIをはじめとする先進テクノロジーを効果的に活用してデータドリブンなものづくりを実践している、

富士通フロンテック新潟工場の取り組みをご紹介する。

工場の一人ひとりが生産性に拘った

「ものづくりDX」を日々発展

ものづくりプロセスの複雑化に伴って、より顕著になったの

が人材育成の課題だ。この点について新潟工場 ものづくりdx

統括部 統括部長の宮澤和夫氏は「多品種混流生産が特徴的な

我々の工場では、オートメーションではなく“ヒト中心”で作業

を行っています。つまり人材育成が作業の効率化と高品質化に

直結する課題となります。また少子高齢化で従業員の平均年齢

も高くなり、これまで蓄積してきた知識・技術をいかに次世代

へ受け継いでいくか、その仕組みを構築することも急務となっ

ています」と話す。

多品種混流生産をより効率的に行っていくためには、人材育

成の他に「製造プロセスの可視化」も進化させたい課題の一つ

だ。実際に新潟工場で取り扱う部品点数は数万点に及ぶ。作業

内容が複雑化すれば、各製造プロセスの状況把握もよりシビア

になる。「製造プロセスの可視化は長らく我々が取り組んでき

たテーマです。もちろん常に稼働している工場のデータを集

計・分析するにはかなりの労力が必要ですし、富士通フロンテック株式会社

新潟工場長 神田正氏

富士通フロンテック新潟工場 建屋

富士通フロンテックは、長年培ってきたハードウェア・ソフ

トウェア・サービスの技術力とクオリティをベースに、金融、

流通、産業、公共などの各分野における「お客様と生活者の接

点＝フロント」業務において、お客様の様々なニーズに最適な

ソリューションを提供している。そしてここ新潟工場では、金

融機関向けのATMや営業店端末、公営競技場向け自動発払機を

はじめ、手のひら静脈認証装置やRFIDタグ・リーダーライター

など多様な製品を製造している。

同工場ではこれまで平準化をベースに作業効率を徹底的に高め

ることで、ムダなく高品質な製品をつくり出してきた。ところ

が時代の流れとともに顧客からの要望も多様化し、ものづくり

のプロセスはより複雑になった。富士通フロンテック 新潟工場

長の神田正氏は「お客様が必要だと思ったタイミングで、欲し

い種類を欲しい数量だけ注文するケースが増えてきて、こうし

た要求に応えるべく製造工程を見直してきました。加えてVUCA

の時代といわれる昨今、急激に移り変わる社会情勢の中

で生産計画が大きな影響を受ける可能性も高いため、環境変化

に柔軟に対応できる高度なものづくり体制が必須です」と語

る。



事例カタログ/ ものづくり導入事例

仮想検証ツールで製品開発も組立指示もスムーズに

製品を開発して顧客へリリースするまでには、幾度となく試 

作と検証評価を繰り返す。当然、検証を重ねれば複数台の試作機

が必要となり、開発にはそれなりの時間とコストを要する。また

1万点以上の部品構成となるATMなどの開発では、試作機を組み

立てるだけでも膨大な工程数があり、「パーツの形状ミスで組み

上がらない」といった設計検証不足による不具合が発生していた

。こうした課題を解消するために導入したのが仮想検証ツール「

COLMINA デジタル生産準備VPS(以下VPS)」だ。

「VPSを開発プロセスに本格導入したのは2016年ですが、以後、

設計開発から生産プロセスに至るまでフル活用しています」

例えば、試作機を作る前に仮想空間上で構成部品間のクリアラン

スを検証することによって、事前に課題箇所を抽出することが可

能となり、開発コストを抑えられます。導入後は試作における手

戻りのロス(部品の再製作等)が従来の約3分の1で済むなど、開

発期間の短縮・効率化にも貢献しています」（宮澤氏）

全製造プロセスをデジタルで集約して

柔軟な生産体制を構築

富士通フロンテック株式会社 新潟工場

ものづくりDX統括部 統括部長 宮澤和夫氏

また製造指標は必要に応じて準備するのでは遅く、タイムリー

に可視化できなければなりません。そのためにも最適な仕組み

づくり、デジタルツールの開発、スマートファクトリー化は必

然です」（神田氏）

仮想検証ツール(VPS) 画面

ダッシュボードを活用した製造プロセスの見せる化
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もう一つ、タブレットの導入と共に積極的に取り組んだのが

「人材育成」のデジタル化だ。ヒト中心でものづくりを行う同

工場にとって人材育成は作業効率や製品の高品質化に直結する

テーマであり、従来の属人的な方法では教育のロスが大きいた

め、育成のデジタル化は大きな課題だった。

「これまでは作業手順書を使いつつ、現場リーダーが作業員そ 

れぞれの足りていないスキル・知識の指導を行っていましたが、

今は教育動画を活用して作業員がセルフトレーニングを行ってい

ます。基礎教育、段取り、設備の取り扱いといった項目を

個々で学習できるため、育成に掛かるコストが半減しました」

（宮澤氏）

こうした様々な課題を抱え、その上でさらなる製品・サービ

スの高品質化と高効率化を果たすべく、新潟工場では「仮想空

間を活用した全体品質の向上」「現場データを活用した工場全

体の可視化と生産革新」「画像AIを活用した検査品質の革

新」「物流のDX」の４つのテーマで、新たなデジタルイノ

ベーションを実施した。

また、新潟工場で試作した開発機は、その後プロセスを経てフィリ

ピン・ラグナ州の工場（FDTP:FUJITSU DIE-TECH 

CORPORATION OF THE PHILIPPINES）にて量産製造展

開されていくが、現地で実機を組み立てる際に必要となる作業ド

キュメントの作成にもVPSが効果的に活用されている。導入以前は

組み立て手順を説明するために、一点ずつ写真を撮って何百ページ

という紙ベースでの作業指示書を作成してきたが、導入後は開発時

のVPS上のデータを活用して作業ドキュメントを作成。FDTPともデー

タで瞬時に連携が図れるため利便性は飛躍的に向上した。

「作業ドキュメントの作成時間が3分の1程度に短縮されました。製造

ラインの作業スタッフもタブレットで簡単に確認できて再現精度も高まる

わけですから、製品の品質向上という観点から見ても十分な効果があ

ります」（宮澤氏）

組立から出荷まで、すべての製造プロセスを“見せる化”し

て全体最適化を図る──新潟工場では、2014年に全作業工程

の膨大な紙のチェックシート（当時。後に記録はタブレット

へ移行）をデータ化することからスタートし、段階的に見せ

る化への取り組みを進めてきた。

「ビッグデータの蓄積は量産製造を担うFDTPにも展開し

て、2018年まで4年間かけて行いました」（宮澤氏）

その後、データはダッシュボードに集約。すべての製造プ

ロセスをムダなく効率的に行うための把握・分析を繰り返し

た。こうした絶え間ない改善によって、2017年度との比較

で45％の生産性向上を達成した。
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画像AIの正確な異常検知で
出荷製品の安定した品質を確保

2020年にルールベースの自動検査機を導入し、目視で行わ れ

ていた製品の外観確認を自動化。しかし品質のバラツキこそ減っ

たものの、最初に人の手で検査ルールを認識・学習させる膨大な

作業が必要で、多大なチューニングコストが必要だった。こうし

た経験を経て富士通独自の画像AI技術を、2021年からの実証

を経て 2022年9月に正式導入された。特長は「良品画像のみで

AIモデルを作成できる点」で「通常は良品画像の他に不良品画

像も認識・学習させる必要がありますが、この画像AI技術では

必要なく、さらに異常箇所だけを高精度に検知してヒートマップ

に表示できます」。

従来のルールベース検査機で膨大に掛かったチューニング作 

業は軽減され、優れた異常検知度を誇るため手戻りなどのムダな

コストも大幅に低減。安定した検査品質が保たれるようになっ

た。新潟工場 製造技術統括部 製造企画部の大柿貴夫氏は、

「検査効率が非常に高くなり、チューニングコストは従来の

ルールベース検査機と比べて8分の1に抑えられました」と話す。

「何より製品の検査は非常に大きな責任を伴うため、そうした

プレッシャーから作業員を開放したという意味でも功績は大き

いです」（大柿氏）
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また、スキルマップについては、属人的な定性評価から定量

評価へとシフト。スキルの可視化で個々に必要な教育がひと目

で分かるようになった。このようにして全体的なスキルをデジ

タル技術で計画的に底上げすることは、製造プロセスの全体最

適化と相まって生産変動に耐えられる柔軟な体制づくりの基盤

となり、VUCAの時代を生きる製造工場にとって大きなアドバ

ンテージとなる。

富士通独自の画像AI技術 DeRAの特長
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デジタル在庫管理で生産計画と部品の配置を連動

多品種混流生産を行う新潟工場では、常時数万点もの部

品が取り扱われている。そのため在庫管理のDXは作業効率

化を図る上で大きな鍵となる。

「効率化を考えれば、よく使う部品は製造ラインの近くに、

使 わない部品はラインから離れた場所に管理するのが理想で

すが、思うようにはいきません。これまでは生産計画を基に

担当者が配置変更を行っていましたが、例えば今は必要でも3

ヶ月後には使わなくなる部品もあります。それを生産計画と

照らし合わせながら管理しようにも、費やす時間と手間を確

保するのは大変でした」（宮澤氏）

そこで製品ごとの固定ローテーションを廃止して、生産管理
システムと連動させ使用頻度に応じて3つのエリアに自動で割
り振る方法に変更。

「ダッシュボード活用で、部品を取った回数などもヒート

マップで表し、効率的な部品配置ができているかを可視化し

ています。以前のマッチ率に比べて30%ほど改善しました」

（宮澤氏）

部品配置の最適化ヒートマップ

「ものづくり×人づくり」で見える製造業の未来

デジタルなものづくり、スマートファクトリー化を叶える

べく、積極的に仕組みの改革と最新デジタルシステムを導入

してきた富士通フロンテック 新潟工場。

「製造プロセスの見せる化を行って全体の最適化を図る。

こうして新たなものづくりの仕組みが整いましたが、次の

ステップは製造スタッフ一人ひとりのスキルをデジタル化

することです」と神田氏は語る。「個々の成長度合いを可

視化することで、各々がさらなる高みを目指せる土台作り

をしたいですね。全体 がスキルアップするその先に、新た

なものづくりのニーズが見えてくると思います。またスキ

ルアップは単に企業の成長だけでなく、スタッフが仕事に

やりがいを感じ、心身共に健康で充実した生活を送ること

にもつながると考えています」（神田氏）

富士通フロンテック株式会社 新潟工場

製造技術統括部 生産技術部 大柿貴夫氏



お問い合わせ先

事例カタログ/ ものづくり導入事例

富士通フロンテック ものづくりDX推進事務局

Email: frontech-niigata@cs.jp.fujitsu.com

富士通フロンテック株式会社 〒206-8555 東京都稲城市矢野口1776番地
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富士通フロンテック株式会社 コーポレート本部

営業支援統括部 部長 須川朋司氏

同工場の地元、燕三条は金属製品や洋食器などの製造が世界

的に有名な「ものづくりのまち」だが、特級技能士や現代の名

工（卓越した技術者）を擁する同工場も、若いエンジニアを対

象とした技術講習や大学での講義など、地元に技術を還元する

活動を積極的に行っている。「地域全体で成長していきたいと

いう思いがあります。サステナブルという観点で考えてもやは

り人づくり。昔から“ものづくりとは人づくり”ですから、今後

もデジタルを活用したスマートファクトリー化はもちろんのこ

と、人づくりも積極的に追求していきたいですね」（神田氏）

外部企業との共創による社会的価値の高い

ものづくりの実現に貢献

今後のものづくりDXで重要な役割を果たすのが、このDX実

践ノウハウを活用した外部企業との共創だ。この役割を担当す

るコーポレート本部営業支援統括部部長の須川朋司氏は「昨

年度から毎週水曜日をお客様との共創の場とし工場見学に招

き、具体的な連携を模索している」と説明する。

実践している内容や効果を伝えると「うちの工場にも入れたい」

「うちの工場を見てもらいたい」、「改善活動を支援して欲し

い」というお話を多数いただきます。

また、業界団体や自治体関連からのセミナー講演依頼や展示会へ

の出展も積極的に行い、「地域連携による製造業DXの推進にも

貢献したいと考えています」（須川氏）

お客様を招いた工場見学（製造ライン）

ものづくりDXについての共創の場

燕三条ものづくりメッセ出展

（主催：燕三条地場産業振興センター）

2024年データマネジメント賞
「データ統合賞」受賞


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4

